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３０代女性（明るく、動物が好き、美しいものが好き）

主訴 PMS症状

（生理の１，２週間前からイライラして甘いもの

中心に過食してしまう）

その他の症状

• 冷え性（足先指先、お尻）、低体温（35.5~36.5度）。

• 過活動膀胱ぎみで、夜中の中途覚醒がたまにある。



タイムライン

• 12才 大好きな祖父が亡くなりショックを受ける

• 14才 小～中学生まで肥満気味、（いじめは受けていない）

• 22才 留学のために5種類の予防接種を受ける

• 23才 実家にいる愛猫が突然死、その後父、祖母も病気で亡くなる。

恋愛関係で消耗。

• 25才 帰国

• 31才 愛猫が亡くなる

• 31～36才 毎年インフルエンザの予防接種を打つ

• 37才 転職後バイト先の会社に誘われ正社員として働く



ストレス
ショック

• ストレスを感じること

• 仕事のプレッシャー（人数が増える、立場が変わるな

どの変化、自分と人を比較して焦ったり自信を無くし

たりする）

• ショック

• 21才の時父が肺がんだと聞いた時、30代の時友人が亡

くなったこと。



家系の病気

母：胃潰瘍、父；51才で肺がんで他界、母母；心臓病、母父；大腸が

ん、父母；肝臓？がん

予防接種

• 三種混合、はしか、おたふくかぜ、日本脳炎、ポリオ、インフルエ

ンザ
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＜処方＞

• MT）サポート腎臓＋Lac-h.(母乳 )200c＋ Sacch.(ショ糖 )30c＋

Aspart.（アスパルテーム）30c

• 朝 Sulph.（硫黄） LM１ TBRNo２

• 昼 Carc.（乳癌） LM2 ガンマヤズム 家族の病歴より

• 夜 Lyc.（ヒカゲノカズラ） LM３ TBRNo１、甘いもの好き、

アルミの影響の排出、自信のなさに



＜結果＞

• PMS症状の甘いものの過食改善

• 落ち込み改善→感情の起伏が穏やかに

相談会後の月経1度目のPMS症状はなし、2度目のPMSでは一日の

み過食

• 断食道場へ行き、嘔吐と不正出血あり。クライアントさんは上司と

の関係が良好でありながらも仕事のプレッシャーなどを理由に会社

を辞めようとしていた。他のスタッフから妬みを受けていたことも

あり、ホメオパスは『良好だった父との関係を母から妬まれていた

こと（父母は不仲）がフラクタルに起きているのでは？』とクライ

アントさんへ指摘しつつ応援した。
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＜処方＞

• MT）φ神経＋Senjyog-w.（仙丈ケ岳の水）30Ⅽ

• 朝Kali-c.(炭酸カリウム) LM２ TBRNo5、腎臓、睡眠の問題、

冷えに

• 昼H1N1-V.(インフルエンザのワクチン) 30Ⅽ

• 夜Chin.(キナの樹皮) LM４ TBRNo4 、綺麗好き、感覚過敏の

方



＜結果＞

• PMSのイライラは感じなくなった。

• 甘いものは食べてしまうが生理前というよりストレスを感じた時に

なった

• 先週、一時的に左足の坐骨神経痛がひどくなった。夜目覚めてトイ

レに行くこと、頻尿は変化なし。
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＜処方＞

• φ股関節＋K-Shiro.(白砂糖・白米・精製小麦粉)＋Sel.(セレニウ

ム)12ｘ

• 朝 Calc-p.(リン酸カルシウム)LM3 CalcがTBRNo３だったた

め過食、骨、神経に合うCalc-pを選択

• 昼 Tub.(人の結核菌)LM４ 結核マヤズム 勝りたい、長期の悲

しみ

• 夜 Lyc.(ヒカゲノカズラ)LM5 TBRNo１、腎臓、泌尿器テーマ、

過食、甘いもの好きに



＜アドバイスと提案＞

• あまり自分に厳しくしすぎないように。

• 又、甘いものや小麦粉で出来た食べ物でふわっと気持ちよくなった

り甘やかされるような感覚とクライアントさんに優しかった亡き父

親との関係が少し似ていると感じたため今回は父親との関係に取り

組んでもらうよう依頼する。



＜結果＞

• PMS症状（月経前のイライラ、過食、甘いもの依存）かなり改善。

甘いものは楽しみのために、又ストレスを受けたときに質の良いも

のを食べている。

• 夜間の中途覚醒もやや改善。

• 葛藤のあった職場を翌月辞めることにした。



考察１

『人間関係の葛藤からの大きな決断』

PMS症状は改善し、心理的な自己ワークを行うスキルを持っている

クライアントさんであるため色々とワークされていたが、浮上してい

たと思われるインナーチャイルドの問題に取り組むには父の死を含め

た大切な存在の死に向き合わねばならない可能性や、現在良好な母と

の関係に水を差すことになると思われた。



考察２フラクタル構造の発見

『行動力のあるクライアントさんが行動すること

へ母が干渉する』

ホメオパスは

• 精神の好転反応のせいでは？

• 可愛がられるということを受け入れることも大切なのでは？

と感じたが

未知の経験をするという大切な行動を制限する親になるべきではない。



考察２フラクタル構造の発見

結論

• 何をクライアントさんが選択してもそれは必然であること、

• 病気も必然で、又インナーチャイルドを癒すべきタイミングでもら

えると思うと良いのでは。

• （冷え、中途覚醒、糖尿病予備軍の問題が大きくなる可能性）



考察３甘いものを食

べると得られるもの

• ふわっと気持ち良い感覚

• 満たされた感覚（お腹が・心が）

• ある種の恍惚感

• 淡い黄色やピンクの優しく甘い世界

クランアントさんがスイーツを楽しむシチュエーショ

ンが

母と共にあった。



甘いものがやめられないとは

• 『優しく甘い世界が欲しい』

でもそれは仕事がデキル女性や、

負けたくない人、

もう既に大人になってしまって甘える立場にないと感じている人、

インナーチャイルド癒しをする余裕のない人、

自分の弱い部分やトラウマを見たくない人にとっての、

他人を煩わせない拠り所、オアシスが、

スイーツ♡というもの。



強固な甘いもの依存の場合

オススメしたいこと：チェックしてほしいこと

１自分に厳しくないか？（同じ悩みを友人が言ったら何と返し

てあげたいか？）

２ありたい自分像を死守しているとき、なぜそこまでするのか？

３自分の持つ価値観のせいで自分の健康が損なわれてないか？

４ダメな自分、ダメだった自分も今の自分が愛せるように頑張っ

てみる

５出来事に対してショックを受けたり怒った時、その度に深い理

由を過去に受けた傷の中に見出すこと



最後に

スイーツを食べるなら

本当に一番好きなものを、

質の良いものを、

自分が自分から大切にされてるなぁと思うものを、

どうぞ選んで、味わって食べてください♡

ご視聴ありがとうございました！

神奈川麻生白鳥ホメオパシーセンター 森本道子
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